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第2回 調査委員会検討項目

1. 第1回 調査委員会からの意見

2. 今後3年間の調査の方向性について

3. 令和２年度の調査項目について
(調査は秋以降実施)
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野幌原始林の特徴は平地における天然トドマツ分布域内

目指す姿は「針広混交林」ではないか

追加指定地は人為的攪乱を受けている地域(耕作放棄地、
人工林など)が含まれるので、目標に応じたゾーニングが
重要である。

針広混交林を目指すのであれば、天然トドマツの位置、
その付近の再生産(実生の分布)の把握は重要である。

1. 第1回 調査委員会からの意見(1)
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すべての地域を「針広混交林」にするのではなく、将来
を見据えたゾーニングが必要ではないか。

台風など自然要因による倒木は、倒木上で次世代の樹木
が育つ側面もあるため、倒木を残すことは重要であり、
その付近はササ類を刈る区域としてもよいのでは。

トドマツの植栽を考える場合、自然分布しているトドマ
ツの種子を採取する必要がある

1. 第1回 調査委員会からの意見(2)
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追加指定地内において個体数が少ない草本類を残していく
上で、外来種やササ類の管理が必要では。

現在の利用状況に加え、追加指定地の利用意向があるか
把握する必要があるのでは？

植林地のトドマツは別地域由来の可能性が高いので除伐
も検討しては

1. 第1回 調査委員会からの意見(3)
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意見をまとめると…

①

②

③

【意見を踏まえた課題】
①・天然トドマツの減少と次世代の育成
・野幌原始林の目指す姿を針広混交林とするか？
・追加指定地は既存指定地と植生が異なるため、他の姿を設定したほうがよい？
②・極相林を針広混交林と設定するならば、全地域を針広混交林にするのではなく、
まずは将来を見据えたゾーニングが必要ではないか？

③・市民や幼稚園関係者は原始林をどのようにとらえているか？
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2. 今後3年間の調査の方向性と項目について
【意見を踏まえた課題】
①・天然トドマツの減少と次世代の育成
・野幌原始林の目指す姿を針広混交林とするか？
・追加指定地は既存指定地と植生が異なるため、他の姿を設定したほうがよい？

②・極相林を針広混交林と設定するならば、全地域を針広混交林にするのではなく、
まずは将来を見据えたゾーニングが必要ではないか？

③・市民や幼稚園関係者は原始林をどのようにとらえているか？

①と②より、
・現在の植生分布とトドマツ分布を知ることが必要
・トドマツはクマゲラの営巣木にもなるため、クマゲラの生息状況も確認するべきでは？
③より
・市民や幼稚園関係者の追加指定地に対する意識調査（聞き取り）を行ってはどうか？

8

【今後3年間の調査の方向性（案）】
○指定地全体の植生分布および希少鳥類(クマゲラ)の生息状況確認
○天然トドマツの分布・生育状況の確認
○追加指定地(やかましの森含む)の利用状況の把握

2. 今後3年間の調査の方向性と項目について
・現在の植生分布とトドマツ分布を知ることが必要
・トドマツはクマゲラの営巣木にもなるため、クマゲラの生息状況も確認するべきでは？
・市民や幼稚園関係者の追加指定地に対する意識調査（聞き取り）を行ってはどうか？
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①植生分布とクマゲラ
生息状況の確認

空中写真の撮影

詳細版植生図の作成
(林冠、林床、地形別

など）

森林構造調査
(森林公園や原始林内で
最も状態の良い森林での
構造調査）

植物相調査
(追加指定地)

②天然トドマツ
分布・生育確認

空中写真の撮影
（所在確認）

実生・幼木の
生育確認

(倒木・親木周辺）

③追加指定地の
利用状況の把握

やかましの森関係者
への聞き取り

北広島市民の
利用意向の把握
(参考：緑の基本計画

アンケート）

《①、②、③共通》
資料収集整理
（文献調査）

クマゲラ調査
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令和2年度 令和3年度 令和4年度
〔時期〕秋・冬

〔内容〕
野幌原始林の既存の情報収集

○資料収集整理
○空中写真撮影(ドローン撮影)
○幼稚園関係者への聞き取り
○クマゲラの生息状況確認

(時期的に適しているなら)

〔時期〕春・夏

〔内容〕
植生分布とクマゲラ生息状況の確認

○植生調査
・詳細版植生図作成
（指定地全体）
・森林構造
（指定地全体or63林班のみ？）

・植物相（追加指定地）
・トドマツ分布

○鳥類調査
・クマゲラ生息状況
（指定地全体？）

〔時期〕未定

〔内容〕
追加指定地の利用意向の把握
○北広島市民向けのアンケート

前年度までの調査結果で
不足した項目の追加調査

野幌原始林の保存・活用の
方向性の検討
○保存活用計画の骨子作成

2. 今後3年間の調査の方向性と項目について
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3. 令和2年度 調査項目について
調査項目 内 容

1.資料収集整理 ・野幌原始林の動植物に関する知見の収集（明治・大正を含む）
・次年度必要な調査項目など把握
・北広島市緑の基本計画のアンケート結果より、市民の意識を探る。

など
2.空中写真の撮影
（ドローン撮影）

・詳細版植生図の下図作成
・広葉樹林およびトドマツ等の針葉樹分布の把握
・トドマツの位置(マッピング)などを把握

3.聞き取り ・森の幼稚園（やかましの森）関係者の利用状況の把握
4.クマゲラ調査 ・生息状況の確認


